
　
十
一
月
二
十
四
日

　
午
前
中
諸
々
の
連
絡
、
通
信
。
星
の
子
愛
児
園
。
十
四
時
二
〇
分
新
宿
。

十
五
時
前
研
究
室
。
打
合
わ
せ
十
九
時
迄
。
新
大
久
保
駅
前
近
江
屋
で
ビ
ー

ル
飲
ん
で
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
モ
ス
ク
ワ
の
若
松
氏
よ
り
連
絡
あ
り
。
世

田
谷
村
に
戻
る
と
、
何
と
ウ
サ
ギ
の
ツ
ト
ム
（
最
近
は
オ
ッ
チ
ャ
ン
と
呼
ば

れ
て
い
た
）
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
ネ
コ
の
ニ
コ
ラ
イ
に
殺
さ
れ
た
。

昨
日
く
ら
い
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
が
凶
暴
に
オ
ッ
チ
ャ
ン
に
飛
び
か
か
り
、
か
み

つ
き
、
押
さ
え
つ
け
て
い
た
。
オ
ッ
チ
ャ
ン
は
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ク
で
弱
り
果

て
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
外
傷
は
小
さ
く
、
シ
ョ
ッ
ク
死
で
あ
る
。
ウ
サ
ギ

は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
だ
。
猫
を
殺
そ
う
か
と
思
っ
た
が
、
そ
の
感
情
は
抑
え

た
。
動
物
は
動
物
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
の
だ
。
家
中
悲
し
み
に
沈
む
。

私
も
、
初
め
て
可
愛
が
っ
た
動
物
だ
っ
た
の
で
、
寂
し
さ
を
強
く
感
じ
た
。

や
っ
ぱ
り
ウ
サ
ギ
は
家
の
中
だ
と
は
言
え
、
小
屋
の
中
に
保
護
し
て
し
か
る

べ
き
で
あ
っ
た
。
私
達
が
悪
か
っ
た
。
猫
の
ニ
コ
ラ
イ
に
責
任
は
無
い
。
当

た
り
前
で
あ
る
。

　
十
一
月
二
十
五
日

　
早
朝
、
ウ
サ
ギ
の
ツ
ト
ム
の
埋
葬
場
所
を
椿
の
木
の
下
に
決
め
る
。
彼
も

た
っ
た
一
年
こ
こ
で
過
ご
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
可
愛
が
ら
れ
て
幸
せ
で

あ
っ
た
と
思
い
た
い
。
何
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
九
時
三
〇
分
Ｇ
Ａ
。
十
時
二
川
幸
夫
、
塚
本
君
と
対
談
。
二
川
幸
夫
の
独

壇
場
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
時
期
だ
、
そ
れ
で
良
い
。
十
四
時
前
、
昼
食
を
い

た
だ
き
、
Ｇ
Ａ
を
去
る
。
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
は
こ

れ
で
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
只
今
桜
上
水
、
午
後
の
陽
光
が
心
な
し
か
弱
く
感

じ
ら
れ
る
。

　
十
一
月
二
十
六
日

　
朝
、
庭
の
椿
の
樹
の
根
元
に
埋
め
た
ツ
ト
ム
の
墓
に
お
ま
い
り
す
る
。
十

時
研
究
室
。
住
宅
打
合
わ
せ
。
十
一
時
過
、
南
雲
建
設
社
長
来
室
。
森
の
学

校
打
合
わ
せ
。
そ
の
後
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
の
打
合
わ
せ
。
十
五
時
設
計
製
図
。

長
野
の
川
上
先
生
の
看
板
建
築
の
ス
ラ
イ
ド
見
る
。
十
八
時
、
ひ
ろ
し
ま
ハ

ウ
ス
作
業
。
住
宅
作
業
。
二
〇
時
半
修
了
。
二
十
一
時
四
〇
分
世
田
谷
村
に

戻
る
。
今
日
は
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
の
作
業
が
進
ん
だ
の
が
収
穫
だ
っ
た
。

　
十
一
月
二
十
七
日

　
昨
夜
は
何
故
か
深
夜
ま
で
ミ
ッ
キ
ー
・
ス
ピ
レ
ー
ン
の
マ
イ
ク
・
ハ
マ
ー

を
読
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
・
ボ
イ
ル
ド
の
古
典
だ
。
自
分
で
も
何
故
な

の
か
解
ら
な
い
。
う
さ
ぎ
「
オ
ッ
チ
ャ
ン
」
が
居
な
く
な
っ
て
、
少
し
ば
か

り
、
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
る
自
分
が
嫌
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
は
午
後
、

研
究
室
で
Ｍ
Ｍ
Ａ
の
企
画
書
を
ま
と
め
る
。
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